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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第143期

中間連結会計期間
第144期

中間連結会計期間
第143期

会計期間
自　2023年４月１日

至　2023年９月30日

自　2024年４月１日

至　2024年９月30日

自　2023年４月１日

至　2024年３月31日

売上収益 (百万円) 1,186,875 1,241,395 2,446,893

税引前中間(当期)利益（△は損失） (百万円) △103,796 △30,539 △462,792

中間(当期)利益（△は損失） (百万円) △107,048 △20,285 △465,449

親会社の所有者に帰属する
中間(当期)利益（△は損失）

(百万円) △76,346 △6,527 △311,838

中間(当期)包括利益 (百万円) 73,826 △70,432 △302,003

親会社の所有者に帰属する
中間(当期)包括利益

(百万円) 62,357 △51,297 △187,380

親会社の所有者に帰属する持分 (百万円) 1,223,990 909,751 965,753

資産合計 (百万円) 4,384,121 3,719,035 3,934,818

基本的１株当たり中間(当期)利益
（△は損失）

(円) △46.69 △3.99 △190.69

希薄化後１株当たり中間(当期)利益 (円) － － －

親会社所有者帰属持分比率 (％) 27.9 24.5 24.5

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △115,312 63,546 △51,317

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △79,785 74,422 △112,240

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 140,238 △75,384 49,246

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(百万円) 277,663 273,356 217,449
 

（注） １　当社は要約中間連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載をし

ておりません。

　２　上記指標は、国際会計基準（以下「IFRS」という。）により作成した要約中間連結財務諸表及び連結財務諸

表に基づいております。

　３ 第143期、第144期中間連結会計期間及び第143期の希薄化後１株当たり中間（当期）利益については、潜在

株式は存在するものの逆希薄化効果を有するため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、住友化学グループ（当社及び関係会社256社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主な関係会社の異動は次のとおりであります。

 
（その他）

当中間連結会計期間において、当社の持分法適用会社であった住友ベークライト株式会社の保有株式の一部

をシンガポール政府投資公社に譲渡いたしました。本株式譲渡に伴い、住友ベークライト株式会社は当社の持

分法適用会社から除外されております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間における、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生はありません。

なお、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更があった事項の現在の状況は以

下のとおりであります。以下の見出しに付された項目番号は前事業年度の有価証券報告書に記載した「第２　事業の

状況　３　事業等のリスク」の項目番号に対応するものであります。文中における将来に関する事項は当中間連結会

計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
１．経営戦略に関わるリスク

(1) 短期的なリスク

② 海外事業展開

当社グループは、世界各国に生産・販売の拠点を持ち、海外売上比率は６割を超えております。そのため、貿

易摩擦による関税の引き上げ、地域紛争によるサプライチェーン分断等、地政学的問題が発生した場合には、当

社グループの経営成績並びに財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

また、海外における事業活動には法律や規制の変更、労務環境の違いによる争議等の発生、人材の採用と確保

の難しさ、テロ・戦争・その他の要因による社会的混乱等のリスクが内在しており、これらのリスクが顕在化し

た場合は、当社グループの経営成績並びに財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

当社とサウジアラビアン オイル カンパニー社（以下「サウジ・アラムコ社」という。）が共同で設立した当

社の持分法適用会社であるラービグ リファイニング アンド ペトロケミカル カンパニー社（以下「ペトロ・

ラービグ社」という。）は、サウジアラビアのラービグにおいて、石油精製・石油化学の統合コンプレックス事

業（「ラービグ第１期計画」及び「ラービグ第２期計画」）を運営しております。

当社は、プロジェクト総投資額に対し、不測の事態による損害に備え、独立行政法人日本貿易保険の規約に従

い、海外投資保険等に加入しております。加えて、ペトロ・ラービグ社の行っている銀行借入の一部に対して債

務保証を行っております。ペトロ・ラービグ社は、新興国を中心とした新増設設備の稼働や、世界的な景気減速

に伴う市況悪化等を要因として業績が低迷しております。その結果、同社の資本金に対する累積損失比率は2024

年８月末時点で36.16％に至っております。将来の不確実な経済条件の変動の結果によって、ペトロ・ラービグ社

に対する投資の回収可能価額が大きく減少した場合及び債務保証が履行された場合には、当社グループの経営成

績並びに財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当中間連結会計期間における当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」と

いう。）の状況の概要並びに経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。また、当中間連結会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した当社グループの財政状態または経

営成績に重要な影響を及ぼす会計上の見積り、判断及び仮定の記載について重要な変更を行っております。

詳細は、「第４ 経理の状況　１ 要約中間連結財務諸表　要約中間連結財務諸表注記　４．重要な会計上の見積り

及び判断」に記載しております。
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(1) 経営成績

当社グループの当中間連結会計期間における売上収益は、前年同中間連結会計期間（以下「前年同期」とい

う。）に比べ545億円増加し、１兆2,414億円となりました。損益面では、コア営業利益は295億円、営業利益は

1,212億円、親会社の所有者に帰属する中間損益は65億円の損失となり、それぞれ前年同期と比べ改善しました。

 

　　（売上収益）

医薬品において、基幹３製品であるオルゴビクス（進行性前立腺がん治療剤）、マイフェンブリー（子宮筋腫治

療剤）、ジェムテサ（過活動膀胱治療剤）の売上が拡大しました。情報電子化学においては、需要の拡大に伴い出

荷が増加しました。エッセンシャルケミカルズにおいては、原料価格の上昇に伴い販売価格が上昇しました。この

結果、売上収益は、前年同期の１兆1,869億円に比べ545億円増加し、１兆2,414億円となりました。

 

　（コア営業損益/営業損益）

医薬品において、基幹３製品の売上が拡大したことに加え、研究開発費を含む販売費及び一般管理費が大幅に減

少しました。また、健康・農業関連事業において、メチオニン（飼料添加物）の市況上昇による交易条件の改善等

があったことに加え、情報電子化学において、出荷増加の影響が大きく残りました。この結果、コア営業損益は、

前年同期の967億円の損失に比べ1,261億円改善し、295億円の利益となりました。

コア営業損益の算出にあたり営業損益から控除した、非経常的な要因により発生した損益は、債務免除に伴うペ

トロ・ラービグ社に係る持分法による投資利益や固定資産売却益を計上したことにより、918億円の利益となりまし

た。

以上の結果、営業損益は、前年同期の1,337億円の損失に比べ2,549億円改善し、1,212億円の利益となりました。

 
　（金融収益及び金融費用/税引前中間損益）

金融収益及び金融費用は、ペトロ・ラービグ社に対する貸付金の債権放棄に伴う損失や為替差損の計上により

1,518億円の損失となり、前年同期の299億円の利益に比べ1,817億円悪化しました。この結果、税引前中間損益は、

前年同期の1,038億円の損失に比べ733億円改善し、305億円の損失となりました。

 
　（法人所得税費用/親会社の所有者に帰属する中間損益及び非支配持分に帰属する中間損益）

法人所得税費用は103億円となり、税引前中間損益から法人所得税費用を控除した中間損益は、203億円の損失と

なりました。

非支配持分に帰属する中間損益は、主として住友ファーマ株式会社等の連結子会社の非支配持分に帰属する中間

損益からなり、前年同期の307億円の損失に比べ169億円改善し、138億円の損失となりました。

以上の結果、親会社の所有者に帰属する中間損益は、前年同期の763億円の損失に比べ698億円改善し、65億円の

損失となりました。

 
当中間連結会計期間のセグメント別の業績の概況は、次のとおりであります。

なお、セグメント損益は、持分法による投資損益を含む営業損益から非経常的な要因により発生した損益を控除

した経常的な収益力を表す損益概念であるコア営業損益で表示しております。

 
（エッセンシャルケミカルズ）

合成樹脂やメタアクリル、各種工業薬品等は原料価格の上昇により、販売価格が上昇しました。この結果、売上

収益は前年同期に比べ、127億円増加し4,030億円となりました。コア営業損益は持分法適用会社であるペトロ・

ラービグ社の業績が悪化した一方で、市況の改善により、77億円改善し367億円の損失となりました。
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（エネルギー・機能材料）

正極材料の原料金属の市況が低水準で推移しました。また、アルミニウムの出荷が減少しました。一方、前年同

期低調であった自動車関連用途の出荷は増加しました。この結果、売上収益は前年同期に比べ、111億円減少し

1,388億円となり、コア営業利益は固定費の減少等により前年同期に比べ、22億円増加し87億円となりました。

 
（情報電子化学）

ディスプレイ関連材料、半導体プロセス材料である高純度ケミカルやフォトレジストのいずれも、需要の拡大に

より出荷が増加しました。この結果、売上収益は前年同期に比べ、206億円増加し2,243億円となり、コア営業利益

は前年同期に比べ、197億円増加し375億円となりました。

 
（健康・農業関連事業）

農薬は米州地域において市況が悪化した一方で、インド等において出荷が堅調に推移しました。また、メチオニ

ンは前年同期に比べ市況が上昇しました。この結果、売上収益は前年同期並みの2,384億円となりました。コア営業

利益は前年同期に比べ、212億円改善し136億円となりました。

 

（医薬品）

北米において基幹３製品の売上が拡大しました。一方、国内においては、薬価改定等の影響がありました。この

結果、売上収益は前年同期に比べ、283億円増加し1,952億円となりました。コア営業利益は、売上収益の増加に加

え、北米グループ会社の再編等による事業構造改善効果の発現や研究開発投資の選択と集中による削減等により、

研究開発費を含む販売費及び一般管理費が大きく減少したことから、前年同期に比べ、660億円改善し５億円となり

ました。

 
（その他）

上記５部門以外に、電力・蒸気の供給、化学産業設備の設計・工事監督、運送・倉庫業務、物性分析・環境分析

業務等を行っております。これらの売上収益は前年同期に比べ、68億円増加し416億円となり、コア営業利益は、持

分法適用会社であった住友ベークライト株式会社の一部株式譲渡により、前年同期に比べ114億円増加し157億円と

なりました。

 
(2) 財政状態

当中間連結会計期間末の資産合計は、期首から為替が円高方向に変動したことによる換算差等により、前連結会

計年度末に比べ2,158億円減少し、３兆7,190億円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,379億円減少し、２兆6,325億円となりました。有利子負債は、前連結会

計年度末に比べ691億円減少し、１兆4,944億円となりました。

資本合計（非支配持分を含む）は、その他の資本の構成要素が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ779

億円減少し、１兆865億円となりました。

親会社所有者帰属持分比率は、前連結会計年度末と同水準の24.5％となりました。

 
(3) キャッシュ・フロー

当中間連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前中間損益の改善や運転資金の改善により前

年同期に比べ1,789億円増加し、635億円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資の売却及び償還による収入の増加により、前年同期に比べ1,542億円

増加し、744億円の収入となりました。

この結果、フリー・キャッシュ・フローは、前年同期の1,951億円の支出に対して、当中間連結会計期間は1,380

億円の収入となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、有利子負債の減少等により、754億円の支出となりました。

以上の結果、売却目的で保有する資産への振替額を加味した当中間連結会計期間末の現金及び現金同等物の中間

期末残高は、売却目的で保有する資産への振替額を加味した前連結会計年度末に比べ559億円増加し、2,734億円と

なりました。
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(4) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 
(6) 研究開発活動

　当中間連結会計期間の研究開発費の総額は708億円であります。

また、当中間連結会計期間における、当社グループの研究開発活動の状況の変更の内容は、次のとおりでありま

す。

 
（健康・農業関連事業）

　新規有効成分ピリダクロメチル（一般名）を含有する殺菌剤「フセキフロアブル」の国内販売を2024年５月より

開始いたしました。ピリダクロメチルは、当社が独自に発明した、農業用殺菌剤として全く新しい化学グループに

分類される化合物であります。「フセキフロアブル」は、既存薬剤の耐性菌が問題となっているだいずの紫斑病や

てんさいの褐斑病の防除に寄与することが期待されております。

また、2024年７月にはアルゼンチンにおいて新規除草剤「ラピディシル」（有効成分商標。一般名：エピリフェ

ナシル）及び同有効成分を含む製品の農薬登録を世界で初めて取得いたしました。「ラピディシル」は、当社が独

自に開発した有効成分で、速効性があり、幅広い広葉雑草やイネ科雑草に対して高い効果を発揮します。また、不

耕起栽培に適した性能を有しており、土壌保全と二酸化炭素排出量の削減によるカーボンニュートラルへの貢献が

期待できます。2024年の作付けシーズン向けに「ラピディシル」を含む製品の販売を同国で開始します。

 
（医薬品）

　がん領域では、2024年６月、米国において、enzomenib（開発コード：DSP-5336）について、米国食品医薬品局

（FDA）より、MLL（mixed-lineage leukemia）遺伝子の再構成またはNucleophosmin 1（NPM1）遺伝子の変異を有す

る再発または難治性の急性骨髄性白血病を対象としたファストトラック※の指定を受けました。

　その他の領域では、2024年５月、ベルギーにおいて、ユニバーサルインフルエンザワクチン候補製剤（開発コー

ド：fH1/DSP-0546LP）について、フェーズ１試験を開始しました。

 
※ファストトラック：重篤または生命を脅かす恐れのある疾患やアンメット・メディカル・ニーズの高い疾患に

対し、治療効果が期待される治療法の開発・審査の迅速化を目的とした制度

 
（全社共通）

デジタル技術の活用による新規事業創出（DX戦略3.0）として、2024年７月に成分分析を介して天然素材の売り手

と買い手をつなぐデジタル・プラットフォーム「Biondo」（ビオンド）をリリースし、専用webサイトをオープンし

ました。当社が持つ高度な分析技術と豊富な天然資源のデータをベースとし、天然素材を売りたい人と買いたい人

をつなぐことにより、お客様の素材探しを効率的にサポートします。

千葉地区にて環境負荷低減技術や新素材の開発拠点として2024年６月に新研究棟「Innovation Center MEGURU」

が竣工し、稼働を開始しました。環境負荷低減テーマの加速と早期実現化を目指し、研究体制の強化を図ってまい

ります。また、本施設では研究者間の交流を促進する空間設計を導入するとともに、建築物省エネルギー表示制度

（BELS）の最高ランクを獲得し、再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー消費量から50％以上の削減に適

合した建築である「ZEB Ready」の認証も取得するなど、環境に配慮した設計が施されております。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において締結した、経営上の重要な契約等は以下のとおりであります。

(1) ニュージーランド アルミニウム スメルター社及びボイン スメルター社の株式売却に関する契約

当社は、2024年５月、当社が保有するニュージーランド アルミニウム スメルター社及びボイン スメルター社の全

株式を、リオ ティント社に売却する契約を締結しました。

 
(2) ペトロ・ラービグ社の株式売却に関する契約

当社は、2024年８月、ペトロ・ラービグ社株式の当社持分約22.5%を、サウジ・アラムコ社に売却する契約を締結し

ました。本再編は、規制当局及び第三者の承認を含む条件を前提としております。なお、本契約において、当社及び

サウジ・アラムコ社は、当社の株式売却対価（総額約702百万米ドル）と、それに加えてサウジ・アラムコ社からその

同額のペトロ・ラービグ社への拠出、及びペトロ・ラービグ社に対してそれぞれ750百万米ドルの貸付金の債権放棄に

ついて合意しました。

 
(3) ペトロ・ラービグ社向け貸付金の債権放棄に関する契約

当社は、2024年８月、（2）に記載した債権放棄についてのサウジ・アラムコ社との合意に基づき、ペトロ・ラービ

グ社に対する貸付金500百万米ドルの債権放棄実施に関する契約を締結し、当該債権の放棄を実施しました。なお、残

り250百万米ドルの貸付金については、2025年１月に債権放棄実施に関する契約締結及び債権放棄の実施を予定してお

ります。

 
(4) 住友ベークライト株式会社の株式譲渡に関する契約

当社は、2024年９月、当社が保有する住友ベークライト株式会社の株式の一部を、シンガポール政府投資公社に譲

渡する契約を締結し、本譲渡を完了しました。なお、本売却に伴い住友ベークライト株式会社は当社の持分法適用会

社から除外されております。

 
(5) 借入契約

当社の連結子会社である住友ファーマ株式会社は、前連結会計年度において、2023年３月に実施したマイオバント

サイエンシズ リミテッドの完全子会社化に係る資金の一部の追加借入として、短期資金借入契約を締結しており、当

中間連結会計期間において、これらに関連する借入契約の契約期限を2024年12月末まで延長しております。なお、こ

れらの借入契約に対し、当社が債務保証を行っております。

契約会社名 契約相手先 内容 契約期間

住友ファーマ㈱ ㈱三井住友銀行
マイオバント サイエンシズ リミテッド完全子会

社化の対価資金の借入
2023年３月～2024年12月

住友ファーマ㈱ ㈱三井住友銀行
マイオバント サイエンシズ リミテッド完全子会

社化の対価資金の追加借入
2023年６月～2024年12月

住友ファーマ㈱ 三井住友信託銀行㈱
マイオバント サイエンシズ リミテッド完全子会

社化の対価資金の追加借入
2023年６月～2024年12月
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当中間連結会計期間において契約の更改により契約の相手先を変更した、経営上の重要な契約等は以下のとおりで

あります。

技術導入関係

契約会社名 契約相手先 国名 内容 対価 有効期間

住友ファーマ㈱ プリスティン社 フランス
イメグリミン
に関する技術

一時金
ランニング・
ロイヤリティ

2017年10月～
国毎に、発売から10年間
または特許満了日の長い方
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,000,000,000

計 5,000,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類

中間会計期間末

現在発行数(株)

(2024年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(2024年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,657,217,608 1,657,217,608
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株で
あります。

計 1,657,217,608 1,657,217,608 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 
(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

2024年７月19日 768 1,657,217 120 90,059 120 24,055
 

（注）譲渡制限付株式報酬としての新株式の発行によるものであります。

　　　発行価格　　313円

　　　資本組入額　157円

　　　割当先　　　当社の取締役（社外取締役を除く） ５名 304,282株

当社の取締役を兼務しない執行役員（国内非居住者を除く） 30名　464,181株
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(5) 【大株主の状況】

2024年９月30日現在  

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式
(自己株式を除
く。)の総数に対
する所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行 株式会社
（信託口）

東京都港区赤坂一丁目８番１号 235,760 14.40

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 99,215 6.06

住友生命保険相互会社 東京都中央区八重洲二丁目２番１号 71,000 4.33

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内一丁目６番６
号

41,031 2.50

住友化学社員持株会 東京都中央区日本橋二丁目７番１号 29,806 1.82

株式会社日本カストディ銀行（三井住友信
託銀行再信託分・住友生命保険相互会社退
職給付信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番12号 29,000 1.77

株式会社日本カストディ銀行（信託口４） 東京都中央区晴海一丁目８番12号 27,479 1.67

STATE　STREET　BANK AND TRUST COMPANY
505001
 (常任代理人　株式会社みずほ銀行決済営
業部)

ONE CONGRESS STREET, SUITE 1,
BOSTON, MASSACHUSETTS U.S.A.
 (東京都港区港南二丁目15番１号)

23,949 1.46

株式会社三井住友銀行
東京都千代田区丸の内一丁目１番２
号

23,073 1.40

農林中央金庫
東京都千代田区大手町一丁目２番１
号

21,825 1.33

計 － 602,142 36.78
 

（注）１　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

235,760千株、株式会社日本カストディ銀行（信託口）99,215千株、株式会社日本カストディ銀行（信託口

４）27,479千株であります。

　　　２　上記の所有株式数のうち、退職給付信託に係る株式数は株式会社日本カストディ銀行（三井住友信託銀行再

信託分・住友生命保険相互会社退職給付信託口）29,000千株であります。

　　　３　2024年８月５日付で公衆の縦覧に供されている株券等の大量保有に関する変更報告書において、ブラック

ロック・ジャパン株式会社及びその共同保有者９社が2024年７月31日現在で次のとおり株式を所有している

旨が記載されているものの、当社として2024年９月30日現在における実質所有株式数の確認をしておりませ

ん。

なお、大量保有に関する変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ブラックロック・ジャパン株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目８番３号 29,377 1.77

ブラックロック・アドバイザーズ・エル
エルシー（BlackRock Advisers, LLC）

251　リトル・フォールズ・ドライブ　
ウィルミントン　デラウェア州　米国

4,007 0.24

ブラックロック・フィナンシャル・マネ
ジメント・インク(BlackRock Financial
Management, Inc.)

251　リトル・フォールズ・ドライブ　
ウィルミントン　デラウェア州　米国

9,826 0.59

ブラックロック（ネザーランド）BV
(BlackRock (Netherlands) BV)

１　アムステルプレイン　HA1096　ア
ムステルダム　オランダ王国

2,606 0.16

ブラックロック・ファンド・マネジャー
ズ ・ リ ミ テ ッ ド (BlackRock Fund
Managers Limited)

12　スログモートン・アベニュー　ロ
ンドン市　英国

3,627 0.22
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氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ブラックロック・アセット・マネジメン
ト・カナダ・リミテッド (BlackRock
Asset Management Canada Limited)

2500号　161　ベイ・ストリート　トロ
ント市　オンタリオ州　カナダ国

3,858 0.23

ブラックロック・アセット・マネジメン
ト ・ ア イ ル ラ ン ド ・ リ ミ テ ッ ド
(BlackRock Asset Management Ireland
Limited)

１階　２　ボールスブリッジパーク　
ボールスブリッジ　ダブリン　アイル
ランド共和国

3,254 0.20

ブラックロック・ファンド・アドバイ
ザーズ(BlackRock Fund Advisors)

400　ハワード・ストリート　サンフラ
ンシスコ市　カリフォルニア州　米国

17,665 1.07

ブラックロック・インスティテューショ
ナル・トラスト・カンパニー、エヌ．　
エイ．(BlackRock Institutional Trust
Company, N.A.)

400　ハワード・ストリート　サンフラ
ンシスコ市　カリフォルニア州　米国

28,350 1.71

ブラックロック・インベストメント・マ
ネジメント（ユーケー）リミテッド
(BlackRock Investment Management (UK)
Limited)

12　スログモートン・アベニュー　ロ
ンドン市　英国

1,798 0.11

計 － 104,372 6.30
 

 
　　　４　2024年８月21日付で公衆の縦覧に供されている株券等の大量保有に関する変更報告書において、三井住友ト

ラスト・アセットマネジメント株式会社及びその共同保有者１社が2024年８月15日現在で次のとおり株式を

所有している旨が記載されているものの、当社として2024年９月30日現在における実質所有株式数の確認を

しておりません。

なお、大量保有に関する変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式
総数に対する所

有株式数
の割合(％)

三井住友トラスト・アセットマネジメン
ト株式会社

東京都港区芝公園一丁目１番１号 74,793 4.51

日興アセットマネジメント株式会社 東京都港区赤坂九丁目７番１号 27,930 1.69

計 － 102,723 6.20
 

 

EDINET提出書類

住友化学株式会社(E00752)

半期報告書

11/42



 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】                                                                               

2024年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）  

－ －
　普通株式 20,509,600

（相互保有株式）  

　普通株式 1,036,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,634,074,500 16,340,745 －

単元未満株式 普通株式 1,597,208 － －

発行済株式総数  1,657,217,608 － －

総株主の議決権  － 16,340,745 －
 

(注) 「単元未満株式」の欄には、自己保有株式及び相互保有株式が次のとおり含まれております。

 住友化学株式会社 58株  

 日泉化学株式会社 48株  
 

 
② 【自己株式等】

2024年９月30日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

住友化学株式会社
東京都中央区日本橋
二丁目７番１号

20,509,600 － 20,509,600 1.23

（相互保有株式）      

繁和産業株式会社
大阪府大阪市中央区平野町
二丁目５番８号

775,500 － 775,500 0.04

日泉化学株式会社
愛媛県新居浜市西原町
二丁目４番34号

110,800 － 110,800 0.00

エスカーボシート株式会社
新潟県三条市南四日町
四丁目８番６号１

100,000 － 100,000 0.00

協友アグリ株式会社
東京都中央区日本橋小網町
６番１号

50,000 － 50,000 0.00

計 － 21,545,900 － 21,545,900 1.30
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．要約中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の要約中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第

28号。以下「連結財務諸表規則」という。）第312条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」（以下

「IAS第34号」という。）に準拠して作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第５編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30

日まで）に係る要約中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【要約中間連結財務諸表】

(1) 【要約中間連結財政状態計算書】

(単位：百万円)

 注記
前連結会計年度
(2024年３月31日)

 
当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産     

流動資産     

現金及び現金同等物  217,449  273,356

営業債権及びその他の債権  620,022  550,772

その他の金融資産  31,338  50,453

棚卸資産  709,637  712,355

その他の流動資産  79,077  70,697

小計  1,657,523  1,657,633

売却目的で保有する資産 ９ 18,359  13,490

流動資産合計  1,675,882  1,671,123

非流動資産     

有形固定資産 10 796,526  811,411

のれん 10 263,757  248,895

無形資産 10 272,921  249,671

持分法で会計処理されている
投資

 319,988  323,533

その他の金融資産  412,747  227,974

退職給付に係る資産  110,390  110,539

繰延税金資産  37,070  42,113

その他の非流動資産  45,537  33,776

非流動資産合計  2,258,936  2,047,912

資産合計  3,934,818  3,719,035
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(単位：百万円)

 注記
前連結会計年度
(2024年３月31日)

 
当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債及び資本     

負債     

流動負債     

社債及び借入金 12 585,905  445,890

営業債務及びその他の債務  543,384  527,610

その他の金融負債  77,610  68,094

未払法人所得税等  8,545  27,707

引当金  90,919  88,224

その他の流動負債  129,087  112,188

小計  1,435,450  1,269,713

売却目的で保有する資産に
直接関連する負債

９ 8,037  16,557

流動負債合計  1,443,487  1,286,270

非流動負債     

社債及び借入金 12 977,581  1,048,496

その他の金融負債  100,144  94,247

退職給付に係る負債  30,589  31,049

引当金  46,059  32,310

繰延税金負債  121,146  103,163

その他の非流動負債  51,446  37,005

非流動負債合計  1,326,965  1,346,270

負債合計  2,770,452  2,632,540

資本     

資本金  89,938  90,059

資本剰余金  237  322

利益剰余金  578,175  601,343

自己株式  △8,355  △8,358

その他の資本の構成要素  304,033  226,235

売却目的で保有する資産に関連する
その他の包括利益

 1,725  150

親会社の所有者に帰属する持分
合計

 965,753  909,751

非支配持分  198,613  176,744

資本合計  1,164,366  1,086,495

負債及び資本合計  3,934,818  3,719,035
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(2) 【要約中間連結損益計算書及び要約中間連結包括利益計算書】

【要約中間連結損益計算書】

(単位：百万円)

 注記
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上収益 ５,６ 1,186,875  1,241,395

売上原価  △930,586  △891,218

売上総利益  256,289  350,177

販売費及び一般管理費  △349,216  △300,290

その他の営業収益 ７ 12,411  36,071

その他の営業費用 ７ △26,255  △17,643

持分法による投資損益（△は損失）  △26,908  52,934

営業利益（△は損失）  △133,679  121,249

金融収益 ８ 56,548  12,283

金融費用 ８ △26,665  △164,071

税引前中間利益（△は損失）  △103,796  △30,539

法人所得税費用  △3,252  10,254

中間利益（△は損失）  △107,048  △20,285
     

     

中間利益（△は損失）の帰属     

親会社の所有者  △76,346  △6,527

非支配持分  △30,702  △13,758

中間利益（△は損失）  △107,048  △20,285
     

     

１株当たり中間利益 14    

基本的１株当たり中間利益（△は損失）（円）  △46.69  △3.99

希薄化後１株当たり中間利益（円）  －  －
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【要約中間連結包括利益計算書】

(単位：百万円)

 注記
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間利益（△は損失）  △107,048  △20,285

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて
公正価値で測定する資本性金融資産

 59,084  △21,477

確定給付制度の再測定  △84  △105

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

 1,043  1,764

純損益に振り替えられることのない
項目合計

 60,043  △19,818

　     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

その他の包括利益を通じて
公正価値で測定する負債性金融資産

 －  △74

キャッシュ・フロー・ヘッジ  601  △105

在外営業活動体の換算差額  99,892  △38,124

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

 20,338  7,974

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

 120,831  △30,329

その他の包括利益合計  180,874  △50,147

中間包括利益  73,826  △70,432
     

     

中間包括利益の帰属     

親会社の所有者  62,357  △51,297

非支配持分  11,469  △19,135

中間包括利益  73,826  △70,432
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(3) 【要約中間連結持分変動計算書】

前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

(単位：百万円)

  親会社の所有者に帰属する持分

注記 資本金 資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定する
金融資産

確定給付
制度の
再測定

2023年４月１日  89,810 － 891,552 △8,349 81,869 －

中間利益（△は損失）  － － △76,346 － － －

その他の包括利益  － － － － 36,210 △69

中間包括利益合計  － － △76,346 － 36,210 △69

新株の発行  128 128 － － － －

自己株式の取得  － － － △3 － －

自己株式の処分  － 0 － 0 － －

配当金 13 － － △9,812 － － －

子会社の支配喪失に伴う
変動  － － 349 － － －

非支配持分との取引  － － － － － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替  － － 6,701 － △6,770 69

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

 － － － － － －

所有者との取引額等合計  128 128 △2,762 △3 △6,770 69

2023年９月30日  89,938 128 812,444 △8,352 111,309 －
        

 

　

  親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本
合計

  その他の資本の構成要素 売却目的で
保有する
資産に
関連する
その他の
包括利益

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

注記
キャッシュ
・フロー・
ヘッジ

在外営業
活動体の
換算差額

合計

2023年４月１日  △539 116,500 197,830 349 1,171,192 317,997 1,489,189

中間利益（△は損失）  － － － － △76,346 △30,702 △107,048

その他の包括利益  680 101,882 138,703 － 138,703 42,171 180,874

中間包括利益合計  680 101,882 138,703 － 62,357 11,469 73,826

新株の発行  － － － － 256 － 256

自己株式の取得  － － － － △3 － △3

自己株式の処分  － － － － 0 － 0

配当金 13 － － － － △9,812 △4,279 △14,091

子会社の支配喪失に伴う
変動  － － － △349 － － －

非支配持分との取引  － － － － － － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替  － － △6,701 － － － －

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

 － － － － － － －

所有者との取引額等合計  － － △6,701 △349 △9,559 △4,279 △13,838

2023年９月30日  141 218,382 329,832 － 1,223,990 325,187 1,549,177
         

 

　

EDINET提出書類

住友化学株式会社(E00752)

半期報告書

18/42



 

当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

(単位：百万円)

  親会社の所有者に帰属する持分

注記 資本金 資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定する
金融資産

確定給付
制度の
再測定

2024年４月１日  89,938 237 578,175 △8,355 83,448 －

中間利益（△は損失）  － － △6,527 － － －

その他の包括利益  － － － － △15,298 181

中間包括利益合計  － － △6,527 － △15,298 181

新株の発行  120 120 － － － －

自己株式の取得  － － － △3 － －

自己株式の処分  － △0 － 0 － －

配当金 13 － － △4,908 － － －

子会社の支配喪失に伴う
変動  － － － － － －

非支配持分との取引  － △35 － － － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替  － － 34,603 － △34,422 △181

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

 － － － － － －

所有者との取引額等合計  120 85 29,695 △3 △34,422 △181

2024年９月30日  90,059 322 601,343 △8,358 33,728 －
        

 

　

  親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本
合計

  その他の資本の構成要素 売却目的で
保有する
資産に
関連する
その他の
包括利益

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

注記
キャッシュ
・フロー・
ヘッジ

在外営業
活動体の
換算差額

合計

2024年４月１日  319 220,266 304,033 1,725 965,753 198,613 1,164,366

中間利益（△は損失）  － － － － △6,527 △13,758 △20,285

その他の包括利益  △98 △27,830 △43,045 △1,725 △44,770 △5,377 △50,147

中間包括利益合計  △98 △27,830 △43,045 △1,725 △51,297 △19,135 △70,432

新株の発行  － － － － 240 － 240

自己株式の取得  － － － － △3 － △3

自己株式の処分  － － － － 0 － 0

配当金 13 － － － － △4,908 △2,797 △7,705

子会社の支配喪失に伴う
変動  － － － － － 28 28

非支配持分との取引  － － － － △35 35 －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替  － － △34,603 － － － －

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

 － △150 △150 150 － － －

所有者との取引額等合計  － △150 △34,753 150 △4,706 △2,734 △7,440

2024年９月30日  221 192,286 226,235 150 909,751 176,744 1,086,495
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(4) 【要約中間連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：百万円)

 注記
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー     

税引前中間利益（△は損失）  △103,796  △30,539

減価償却費及び償却費  78,653  66,812

減損損失 11 14,600  253

持分法による投資損益（△は益）  26,908  △52,934

受取利息及び受取配当金  △10,374  △9,140

支払利息  14,529  14,682

事業構造改善費用  22,121  11,702

固定資産売却損益（△は益）  △818  △10,717

営業債権の増減額（△は増加）  47,604  60,218

棚卸資産の増減額（△は増加）  1,589  △28,612

営業債務の増減額（△は減少）  △28,167  10,406

前受収益の増減額（△は減少）  △8,194  △4,661

引当金の増減額（△は減少）  △40,987  △1,207

その他  △78,154  51,653

小計  △64,486  77,916

利息及び配当金の受取額  12,708  11,869

利息の支払額  △13,940  △14,513

法人所得税の支払額又は還付額（△は支払）  △23,703  2,157

事業構造改善費用の支払額  △25,891  △13,883

営業活動によるキャッシュ・フロー  △115,312  63,546

投資活動によるキャッシュ・フロー     

有価証券の純増減額（△は増加）  △6,669  △5,668

固定資産の取得による支出  △78,633  △75,298

固定資産の売却による収入  667  13,705

子会社の売却による収入  11,074  4,079

投資の取得による支出  △2,991  △2,062

投資の売却及び償還による収入  26,911  143,509

貸付金の回収による収入  297  53

貸付けによる支出 16 △25,918  △30

その他  △4,523  △3,866

投資活動によるキャッシュ・フロー  △79,785  74,422
 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

短期借入金の純増減額（△は減少） 12 92,943  △65,479

コマーシャル・ペーパーの純増減額
（△は減少）

12 26,000  △17,000

長期借入れによる収入 12 30,032  72

長期借入金の返済による支出 12 △14,537  △54,633

社債の発行による収入 12 39,836  99,161

社債の償還による支出 12 △10,000  △20,000

リース負債の返済による支出  △8,991  △8,972

配当金の支払額 13 △9,847  △4,934

非支配持分への配当金の支払額  △4,283  △2,798

その他  △915  △801

財務活動によるキャッシュ・フロー  140,238  △75,384

現金及び現金同等物に係る換算差額  25,543  △7,877

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △29,316  54,707

現金及び現金同等物の期首残高  305,844  217,449

売却目的で保有する資産への振替に伴う
現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

９ 1,135  1,200

現金及び現金同等物の中間期末残高  277,663  273,356
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【要約中間連結財務諸表注記】

１．報告企業

住友化学株式会社（以下「当社」という。）は日本に所在する企業であります。その登記されている本社及び主要

な事業所の住所はホームページ（URL https://www.sumitomo-chem.co.jp/）で開示しております。当社及びその子会

社（以下「当社グループ」という。）の当中間期の要約中間連結財務諸表は、2024年９月30日を期末日とし、当社グ

ループ並びに当社グループの関連会社及び共同支配の取決めに対する持分により構成されております。

当社グループの主な事業内容は、「エッセンシャルケミカルズ」、「エネルギー・機能材料」、「情報電子化

学」、「健康・農業関連事業」及び「医薬品」各製品の製造・販売であります。各事業の内容については注記「５．

セグメント情報」に記載しております。

　

２．作成の基礎

(1) IFRSに準拠している旨

当社グループの要約中間連結財務諸表は、連結財務諸表規則第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」

の要件を満たすことから、同第312条の規定により、IAS第34号に準拠して作成しております。

要約中間連結財務諸表は、連結会計年度の連結財務諸表で要求されるすべての情報が含まれていないため、前連

結会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。

本要約中間連結財務諸表は2024年11月７日に代表取締役社長 岩田圭一によって公表の承認がなされております。

 
(2) 測定の基礎

当社グループの要約中間連結財務諸表は、公正価値で測定する特定の金融商品等を除き、取得原価を基礎として

作成しております。

 
(3) 機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約中間連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、百万円未満を四

捨五入して表示しております。

 
３．重要性がある会計方針

当社グループが本要約中間連結財務諸表において適用する会計方針は、前連結会計年度に係る連結財務諸表におい

て適用した会計方針と同一であります。

なお、当中間連結会計期間の法人所得税費用は、見積平均年次実効税率を基に算定しております。

 
４．重要な会計上の見積り及び判断

IFRSに準拠した要約中間連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費

用の金額に影響を及ぼす判断、見積り及び仮定を行う必要があります。見積り及び仮定に関する不確実性があるため

に、実際の結果は、これらの見積り及び仮定とは異なる場合があります。

見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直されます。会計上の見積りの見直しによる影響は、見積りを見直し

た会計期間及びそれ以降の将来の会計期間において認識されます。

経営者が行った本要約中間連結財務諸表の金額に重要な影響を与える判断、見積り及び仮定は、以下を除き、前連

結会計年度に係る連結財務諸表と同様であります。

当社は、ペトロ・ラービグ社に対する貸付金及び長期未収利息について、純損益を通じて公正価値で測定する金融

資産（FVTPLの金融資産）に分類し、公正価値ヒエラルキーレベル３に区分するとともに、割引キャッシュ・フロー法

により公正価値を算定しております。

2024年８月７日に公表いたしましたとおり、当社及びサウジ・アラムコ社はそれぞれ750百万米ドルの貸付金に関し

て、債権放棄を実施することに合意いたしました。

当該合意に基づき、2024年８月に債権放棄を実施した500百万米ドルについては金融資産の認識を中止しておりま

す。また、2025年１月に債権放棄を実施予定の250百万米ドルについては将来キャッシュ・フローの見積りを見直した

結果、公正価値をゼロと評価いたしました。その結果、当中間連結会計期間において、貸付金及び長期未収利息の債

権放棄に伴う損失として、109,791百万円を金融費用に認識しました。
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５．セグメント情報

(1) 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社

の取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

　当社グループは、取り扱う製品・サービス別に事業を区分し、生産・販売・研究を一体的に運営する事業部門制

を採用しております。各事業部門は、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事

業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、主に事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「エッセンシャルケミカルズ」、「エネルギー・機能材料」、「情報電子化学」、「健康・農業関連事業」及び

「医薬品」の５つを報告セグメントとしております。

　各報告セグメントに属する主要な製品・サービスの種類は、下表のとおりであります。

 

報告セグメント 主要な製品・サービス

エッセンシャル
ケミカルズ

合成樹脂、合成繊維原料、各種工業薬品、メタアクリル、合成樹脂加工製品等

エネルギー・機能材料
アルミナ製品、アルミニウム、化成品、添加剤、合成ゴム、
エンジニアリングプラスチックス、電池部材等

情報電子化学 光学製品、半導体プロセス材料、化合物半導体材料、タッチセンサーパネル等

健康・農業関連事業
農薬、肥料、農業資材、家庭用・防疫用殺虫剤、熱帯感染症対策資材、飼料添加物、
医薬品原薬・中間体等

医薬品 医療用医薬品、放射性診断薬等
 

 
(2) 報告セグメントの情報

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「３．重要性がある会計方針」における記載と概ね同一で

あります。報告セグメントの損益は、営業損益から非経常的な要因により発生した損益を除いて算出したコア営業

損益で表示しております。

　セグメント間の内部売上収益は市場実勢価格に基づいております。
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　前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

(単位：百万円)

 

報告セグメント

その他
（注１）

調整額
（注２）

要約中間
連結

財務諸表
計上額

エッセンシャル

ケミカルズ

エネルギー

・機能材料

情報電子

化学

健康・農業

関連事業
医薬品 計

売上収益          

外部顧客への
売上収益

390,301 149,888 203,672 241,223 166,927 1,152,011 34,864 － 1,186,875

セグメント間の
内部売上収益

2,773 9,892 220 1,833 1 14,719 41,318 △56,037 －

計 393,074 159,780 203,892 243,056 166,928 1,166,730 76,182 △56,037 1,186,875

セグメント利益
又は損失（△）
（コア営業利益）

△44,380 6,467 17,846 △7,558 △65,506 △93,131 4,332 △7,868 △96,667

 

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力・蒸気の供給、化学産業設備

の設計・工事監督、運送・倉庫業務及び物性分析・環境分析業務等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額△7,868百万円には、セグメント間取引消去417百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△8,285百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない全社共通研究費等であります。

 
当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

(単位：百万円)

 

報告セグメント

その他
（注１）

調整額
（注２）

要約中間
連結

財務諸表
計上額

エッセンシャル

ケミカルズ

エネルギー

・機能材料

情報電子

化学

健康・農業

関連事業
医薬品 計

売上収益          

外部顧客への
売上収益

402,998 138,794 224,315 238,431 195,219 1,199,757 41,638 － 1,241,395

セグメント間の
内部売上収益

2,942 8,676 235 1,112 1 12,966 37,274 △50,240 －

計 405,940 147,470 224,550 239,543 195,220 1,212,723 78,912 △50,240 1,241,395

セグメント利益
又は損失（△）
（コア営業利益）

△36,650 8,689 37,539 13,647 470 23,695 15,736 △9,955 29,476

 

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力・蒸気の供給、化学産業設備

の設計・工事監督、運送・倉庫業務及び物性分析・環境分析業務等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額△9,955百万円には、セグメント間取引消去458百万円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△10,413百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない全社共通研究費等であります。
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セグメント損益から税引前中間損益への調整は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

セグメント利益（△は損失） △96,667 29,476

持分法による投資損益（非経常要因） － 86,497

固定資産売却益 818 10,717

残存持分の公正価値測定による評価益 － 9,449

事業構造改善費用 △22,121 △11,702

条件付対価に係る公正価値変動 △78 △428

減損損失 △14,600 △253

その他 △1,031 △2,507

営業利益（△は損失） △133,679 121,249

金融収益 56,548 12,283

金融費用 △26,665 △164,071

税引前中間利益（△は損失） △103,796 △30,539
 

 
 
 （注）営業損益に含まれる持分法による投資損益の内訳は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

持分法による投資損益 △26,908 52,934

うち、経常的な要因により発生した損益 △26,908 △33,563

うち、非経常的な要因により発生した損益 － 86,497
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６．売上収益

当社グループは、「エッセンシャルケミカルズ」、「エネルギー・機能材料」、「情報電子化学」、「健康・農業

関連事業」及び「医薬品」の各製品の製造・販売を主な事業としており、当社の取締役会が、経営資源の配分の決定

及び業績の評価をするために、定期的に検討を行う対象としていることから、これらの事業で計上する収益を売上収

益として表示しております。また、売上収益は顧客の所在地に基づき地域別に分解しております。これらの分解した

売上収益と各報告セグメントの売上収益との関連は以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

(単位：百万円)

 
エッセンシャル

ケミカルズ
エネルギー・

機能材料
情報電子

化学
健康・農業
関連事業

医薬品
その他
（注１）

合計

日本 147,878 81,153 6,072 43,722 68,196 32,028 379,049

中国 67,284 17,423 91,319 4,682 16,275 66 197,049

北米
（うち、米国）

11,795
(9,884)

16,349
(16,272)

4,379
(4,379)

38,524
(32,204)

73,307
(72,222)

5
(5)

144,359
(134,966)

東南アジア 66,994 5,454 25,983 12,469 4,027 2,696 117,623

その他 96,350 29,509 75,919 141,826 5,122 69 348,795

合計 390,301 149,888 203,672 241,223 166,927 34,864 1,186,875

うち顧客との契
約から認識した
収益

390,301 149,888 203,672 241,223 158,649 34,864 1,178,597

うちその他の源
泉から認識した
収益（注２）

－ － － － 8,278 － 8,278

 

（注）１　「その他」の事業では、電力・蒸気の供給、化学産業設備の設計・工事監督、運送・倉庫業務及び物性分

析・環境分析業務等を行っております。

２　その他の源泉から認識した収益は、相手先が顧客とはみなされない場合の共同パートナーとの契約等から

生じる売上収益であります。

 

当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

(単位：百万円)

 
エッセンシャル

ケミカルズ
エネルギー・

機能材料
情報電子

化学
健康・農業
関連事業

医薬品
その他
（注１）

合計

日本 159,110 73,102 6,058 47,395 63,410 36,325 385,400

中国 65,683 15,847 87,963 4,144 21,335 33 195,005

北米
（うち、米国）

12,583
(10,921)

13,585
(13,373)

5,099
(5,099)

38,176
(32,168)

102,930
(101,648)

25
(25)

172,398
(163,234)

東南アジア 70,537 5,186 36,425 13,107 1,765 5,217 132,237

その他 95,085 31,074 88,770 135,609 5,779 38 356,355

合計 402,998 138,794 224,315 238,431 195,219 41,638 1,241,395

うち顧客との契
約から認識した
収益

402,998 138,794 224,315 238,431 186,193 41,638 1,232,369

うちその他の源
泉から認識した
収益（注２）

－ － － － 9,026 － 9,026

 

（注）１　「その他」の事業では、電力・蒸気の供給、化学産業設備の設計・工事監督、運送・倉庫業務及び物性分

析・環境分析業務等を行っております。

２　その他の源泉から認識した収益は、相手先が顧客とはみなされない場合の共同パートナーとの契約等から

生じる売上収益であります。

 

（表示方法の変更）

　前中間連結会計期間において、「その他」に含めていた「東南アジア」は、金額的重要性が増したため、前連結

会計年度より独立掲記しております。

　この表示方法の変更を反映させるため、前中間連結会計期間の項目を組み替えて表示しております。
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７．その他の営業収益及び営業費用

その他の営業収益の内訳は以下のとおりであります。

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
 至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

事業譲渡益等 5,890  10,846

固定資産売却益 818  10,717

残存持分の公正価値測定による評価益 －  9,449

補助金収入 193  210

その他 5,510  4,849

合計 12,411  36,071
    

 

 
その他の営業費用の内訳は以下のとおりであります。

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
 至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

事業構造改善費用（注） 22,121  11,702

寄付金 481  436

その他 3,653  5,505

合計 26,255  17,643
    

 

（注） 事業構造改善費用は、事業の構造改善を目的とした費用であり、主に有形固定資産除却損及び組織・業務改革の

推進に伴う費用が含まれております。
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８．金融収益及び金融費用

金融収益の内訳は以下のとおりであります。

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
 至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

受取利息 7,502  6,549

受取配当金 2,872  2,591

為替差益 45,409  －

デリバティブ利益 －  2,463

その他 765  680

合計 56,548  12,283
    

 

 
金融費用の内訳は以下のとおりであります。

(単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
 至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

貸付金及び長期未収利息の債権放棄に伴う損失 －  109,791

支払利息 14,529  14,682

為替差損 －  37,308

デリバティブ損失 11,803  －

その他 333  2,290

合計 26,665  164,071
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９．売却目的で保有する資産

売却目的で保有する資産とそれに直接関連する負債の内訳は、以下のとおりであります。
 

(単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

 
当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

売却目的で保有する資産    

　現金及び現金同等物 3,958  2,758

　営業債権及びその他の債権 6,311  20

　その他の金融資産 760  198

　棚卸資産 1,633  3,644

　有形固定資産 4,960  －

　その他の非流動資産 64  6,666

　その他 673  204

合計 18,359  13,490

売却目的で保有する資産に直接関連する負債    

　社債及び借入金 1,437  127

　営業債務及びその他の債務 3,549  2,512

　その他の流動負債 579  982

　退職給付に係る負債 1,267  －

　引当金 930  9,962

　繰延税金負債 －  2,373

　その他 275  601

合計 8,037  16,557
 

 
（表示方法の変更）

前連結会計年度において、売却目的で保有する資産の「その他」に含めていた「その他の非流動資産」は、金額的

重要性が増したため、当中間連結会計期間より独立掲記しております。これにより、「その他」に表示していた737百

万円は、「その他の非流動資産」64百万円、「その他」673百万円として組み替えております。また、前連結会計年度

末において、売却目的で保有する資産に直接関連する負債の「その他」に含めていた「引当金」は、金額的重要性が

増したため、当中間連結会計期間より独立掲記しております。これにより、「その他」に表示していた1,205百万円

は、「引当金」930百万円、「その他」275百万円として組み替えております。

 
前連結会計年度における売却目的で保有する資産とそれに直接関連する負債のうち、主要なものは以下のとおりで

あります。

2024年３月、当社が保有する住化カラー株式会社の株式を、日本ピグメント株式会社に譲渡することとし、株式譲

渡契約を締結いたしました。これにより、住化カラー株式会社が当社の子会社ではなくなる可能性が非常に高まった

ため、前連結会計年度末において同社に関連する資産及びそれに直接関連する負債を売却目的で保有する処分グルー

プに分類しておりました。売却目的で保有する処分グループはエッセンシャルケミカルズセグメントに帰属しており

ました。当該株式譲渡は2024年４月に完了いたしました。

また、2024年３月、当社グループが保有する住化電子材料科技（合肥）有限公司（以下「電材合肥」という。）及

び住化電子材料科技（重慶）有限公司（以下「電材重慶」という。）の全持分を、鎮江潤晶高純化工科技股份有限公

司に譲渡することとし、持分譲渡契約を締結いたしました。これにより、電材合肥及び電材重慶が当社グループ会社

ではなくなる可能性が非常に高まったため、前連結会計年度末において当該会社に関連する資産及びそれに直接関連

する負債を売却目的で保有する処分グループに分類しておりました。売却目的で保有する処分グループは情報電子化

学セグメントに帰属しておりました。当該持分譲渡は2024年５月に完了いたしました。
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当中間連結会計期間における売却目的で保有する資産とそれに直接関連する負債のうち、主要なものは以下のとお

りであります。

2024年５月、当社が保有するニュージーランド アルミニウム スメルター社及びボイン スメルター社の全株式を、

リオ ティント社に譲渡することとし、株式譲渡契約を締結いたしました。これにより、当中間連結会計期間末におい

て当該会社に関連する資産及びそれに直接関連する負債を売却目的で保有する処分グループに分類しております。当

該株式譲渡は当第３四半期連結会計期間中に完了する予定であります。売却目的で保有する処分グループはエネル

ギー・機能材料セグメントに帰属しております。

 
10．有形固定資産、のれん及び無形資産

取得

前中間連結会計期間における有形固定資産、のれん及び無形資産の取得の金額は81,666百万円であります。

当中間連結会計期間における有形固定資産、のれん及び無形資産の取得の金額は86,494百万円であります。

 
11．非金融資産の減損

前中間連結会計期間(自　2023年４月１日 至　2023年９月30日)

前中間連結会計期間において、14,600百万円の減損損失を計上しております。減損損失は、要約中間連結損益計

算書の「売上原価」に計上しております。

　　減損損失を認識した主要な資金生成単位は以下のとおりであります。

場所 用途 種類 セグメント
減損損失
 (百万円)

日本（愛媛県） メチオニン製造設備 機械装置及び運搬具等
健康・農業
関連事業

14,600
 

減損損失の内訳

・ メチオニン製造設備　14,600百万円

　（建物及び構築物1,747百万円、機械装置及び運搬具12,772百万円、その他81百万円）

 
健康・農業関連事業セグメントのメチオニン製造設備は、原燃料価格の高騰によるコスト上昇や、需給環境の悪

化に伴う売価下落により、前連結会計年度に帳簿価額を回収可能価額まで減損いたしました。前連結会計年度末に

おいて、需要の減退は一時的なものとみておりましたが、世界的なインフレによる景気悪化等により、需要は想定

よりも長期にわたって低迷し、売価の上昇も想定を下回ることが見込まれるため、収益予測の見直しを行った結

果、帳簿価額全額を減損しております。減損テストにおける回収可能価額には使用価値を用いており、将来キャッ

シュ・フローがマイナスであるため、割引率の記載を省略しております。

 
当中間連結会計期間(自　2024年４月１日 至　2024年９月30日)

重要な事項はありません。
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12．社債及び借入金

(1)内訳

社債及び借入金の内訳は以下のとおりであります。

(単位：百万円)

  
前連結会計年度
(2024年３月31日)

 
当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

短期借入金  319,104  242,265

コマーシャル・ペーパー  74,000  57,000

長期借入金  552,709  498,004

社債  617,673  697,117
 

合計 1,563,486  1,494,386
    

 

前連結会計年度及び当中間連結会計期間において財務制限条項に抵触した長期借入金は、要約中間連結財政状態

計算書上、流動負債として表示しております。

 
(2)社債の発行・償還

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

 前中間連結会計期間に発行した社債は、次のとおりであります。

会社名 銘柄 発行年月日 償還期限
発行総額
(百万円)

利率
(％)

担保

住友化学㈱
第67回

無担保社債
2023年７月12日 2033年７月12日 10,000 0.880 なし

住友化学㈱
第68回

無担保社債
2023年７月12日 2026年７月10日 30,000 0.280 なし

 

 
　償還した社債は、次のとおりであります。

会社名 銘柄 発行年月日 償還期限
発行総額
(百万円)

利率
(％)

担保

住友化学㈱
第54回

無担保社債
2016年９月１日 2023年９月１日 10,000 0.200 なし

 

 

当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

 当中間連結会計期間に発行した社債は、次のとおりであります。

会社名 銘柄 発行年月日 償還期限
発行総額
(百万円)

利率
(％)

担保

住友化学㈱

第３回

利払繰延条項・

期限前償還条項付

 無担保社債

 （劣後特約付）

2024年９月12日

 
 

2059年９月12日
 （注１）

 

100,000
 

3.300
 (注２)

 

なし

 

（注）１　2029年９月12日以降の各利払日に、または振込期日以降に税制事由もしくは資本性変更事由が生じかつ継続

している場合に、当社の裁量で期限前償還が可能な特約条項が付与されております。

２　2024年９月12日の翌日から2029年９月12日までは固定利率、2029年９月12日の翌日以降は変動利率でありま

す（2029年９月12日の翌日に金利のステップアップが発生）。

 
　償還した社債は、次のとおりであります。

会社名 銘柄 発行年月日 償還期限
発行総額
(百万円)

利率
(％)

担保

住友化学㈱
第49回

無担保社債
2014年４月25日 2024年４月25日 10,000 0.944 なし

住友化学㈱
第57回

無担保社債
2017年９月13日 2024年９月13日 10,000 0.240 なし
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13．配当金

配当金の支払額は以下のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間(自　2023年４月１日 至　2023年９月30日)

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年５月15日
取締役会

普通株式 9,812 6.00 2023年３月31日 2023年６月１日
 

 

　当中間連結会計期間(自　2024年４月１日 至　2024年９月30日)

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年５月15日
取締役会

普通株式 4,908 3.00 2024年３月31日 2024年６月３日
 

　

　なお、基準日が各中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が各中間連結会計期間末後となるものは

以下のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年11月１日
取締役会

普通株式 9,816 6.00 2023年９月30日 2023年12月４日
 

　

　当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年10月30日
取締役会

普通株式 4,910 3.00 2024年９月30日 2024年12月３日
 

 
 

14．１株当たり利益

(1) 基本的１株当たり中間利益の算定上の基礎

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
 至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

親会社の所有者に帰属する中間利益（△は損失）
（百万円）

△76,346  △6,527

親会社の普通株主に帰属しない金額（百万円） －  －

基本的１株当たり中間利益の計算に
使用する中間利益（△は損失）（百万円）

△76,346  △6,527
    

    
期中平均普通株式数（千株） 1,635,292  1,635,844

基本的１株当たり中間利益（△は損失）（円） △46.69  △3.99
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(2) 希薄化後１株当たり中間利益の算定上の基礎

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
 至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

基本的１株当たり中間利益の計算に
使用する中間利益（△は損失）（百万円）

△76,346  △6,527

親会社の
希薄化性潜在的普通株式による調整額（百万円）

－  －

希薄化後１株当たり中間利益の計算に
使用する中間利益（△は損失）（百万円）

△76,346  △6,527
    

    

期中平均普通株式数（千株） 1,635,292  1,635,844

譲渡制限付株式報酬制度（千株） －  －

希薄化後の期中平均普通株式数（千株） 1,635,292  1,635,844

希薄化後１株当たり中間利益（円） －  －

 
 
逆希薄化効果を有するため、希薄化後１株当たり
中間利益の算定に含めなかった株式の概要
 
 

譲渡制限付株式
372,244株

 
譲渡制限付株式

483,098株

 

（注）前中間連結会計期間及び当中間連結会計期間の希薄化後１株当たり中間利益については、潜在株式は存在する

ものの逆希薄化効果を有するため記載しておりません。

 
15．金融商品

(1) 金融商品の帳簿価額と公正価値

金融商品の公正価値ヒエラルキーは、公正価値測定に用いたインプットのレベル区分に基づき、以下のいずれか

に分類しております。

レベル１：活発な市場における同一の資産または負債の市場価格

レベル２：レベル１以外の、直接または間接的に観察可能な価格で構成されたインプット

レベル３：観察可能な市場データに基づかないインプット

　

金融商品の公正価値と帳簿価額の比較は、次のとおりであります。なお、公正価値で測定する金融商品及び帳簿

価額と公正価値が極めて近似している金融商品については、次の表には含めておりません。

   (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)  

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

帳簿価額  公正価値  帳簿価額  公正価値

償却原価で測定する金融負債        

社債 617,673 538,325 697,117 633,646

長期借入金 501,780 495,387 447,055 441,908
        

 

 

社債の公正価値は、市場価格に基づいて算定しております。

長期借入金は、将来キャッシュ・フローを新規に同様の契約を実行した場合に想定される利率で割り引いた現在

価値により算定しております。

償却原価で測定する金融商品の公正価値ヒエラルキーについては、社債はレベル２、その他のものはレベル３に

分類しております。
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公正価値で測定する金融資産及び金融負債は、以下のとおりであります。

金融商品のレベル間の振替は、振替のあった報告期間の期末日に認識することとしております。なお、各報告期

間において、レベル間の振替が行われた金融商品はありません。

 
前連結会計年度(2024年３月31日)

   (単位：百万円)

 レベル１  レベル２  レベル３  合計

資産：        

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産        

貸付金 －  －  114,968  114,968

長期未収利息 －  －  910  910

ヘッジ手段に指定されたデリバティブ資産 －  345  －  345

ヘッジ手段に指定されていないデリバティブ資産 －  411  －  411

その他の金融資産 8,154  7,290  1,031  16,475

小計 8,154  8,046  116,909  133,109

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産        

株式及び出資金 212,529  －  80,721  293,250

営業債権及びその他の債権 －  －  －  －

小計 212,529  －  80,721  293,250

合計 220,683  8,046  197,630  426,359

負債：        

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債        

ヘッジ手段に指定されたデリバティブ負債 －  184  －  184

ヘッジ手段に指定されていないデリバティブ負債 －  4,807  －  4,807

条件付対価 －  －  3,314  3,314

その他の金融負債 －  －  17,764  17,764

合計 －  4,991  21,078  26,069
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当中間連結会計期間(2024年９月30日)

   (単位：百万円)

 レベル１  レベル２  レベル３  合計

資産：        

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産        

貸付金 －  －  －  －

長期未収利息 －  －  －  －

ヘッジ手段に指定されたデリバティブ資産 －  143  －  143

ヘッジ手段に指定されていないデリバティブ資産 －  3,860  －  3,860

その他の金融資産 11,393  9,364  1,231  21,988

小計 11,393  13,367  1,231  25,991

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産        

株式及び出資金 148,718  －  73,966  222,684

営業債権及びその他の債権 －  37,636  －  37,636

小計 148,718  37,636  73,966  260,320

合計 160,111  51,003  75,197  286,311

負債：        

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債        

ヘッジ手段に指定されたデリバティブ負債 －  172  －  172

ヘッジ手段に指定されていないデリバティブ負債 －  2,793  －  2,793

条件付対価 －  －  3,527  3,527

その他の金融負債 －  －  16,186  16,186

合計 －  2,965  19,713  22,678
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(2) レベル３に区分された金融商品の調整表

レベル３に区分された金融商品の期首残高から中間期末残高までの変動は、以下のとおりであります。

なお、純損益を通じて公正価値で測定する金融資産を「FVTPLの金融資産」、その他の包括利益を通じて公正価値

で測定する金融資産を「FVTOCIの金融資産」、純損益を通じて公正価値で測定する金融負債を「FVTPLの金融負債」

と記載しております。

   (単位：百万円)

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年９月30日)

 
当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

 
FVTPLの
金融資産

 
FVTOCIの
金融資産

 
FVTPLの
金融負債

 
FVTPLの
金融資産

 
FVTOCIの
金融資産

 
FVTPLの
金融負債

期首残高 41,213 81,105 18,239  116,909 80,721 21,078

レベル３へ(から)の振替 － － －  － － －

利得及び損失合計 1,004 4,345 78  △110,403 △6,193 428

純損益 (注１) 1,004 － 78  △110,403 － 428

その他の包括利益 (注２) － 4,345 －  － △6,193 －

増加 (注３) 25,772 1,971 －  224 739 －

減少 － △120 △1,243  － △684 △1,116

その他 (注４) 5,416 190 1,442  △5,499 △617 △677

中間期末残高 73,405 87,491 18,516  1,231 73,966 19,713
            

 

(注) １ 純損益に含まれている利得及び損失のうち、FVTPLの金融資産に関するものは、要約中間連結損益計算書の

「金融収益」及び「金融費用」に含まれております。また、FVTPLの金融負債に関する利得及び損失のうち、

条件付対価の公正価値変動は要約中間連結損益計算書の「販売費及び一般管理費」に、その他の金融負債に

係るものは「金融収益」及び「金融費用」に含まれております。当中間連結会計期間におけるFVTPLの金融資

産の減少は、主に当社の持分法適用会社であるラービグ リファイニング アンド ペトロケミカル カンパ

ニー（以下「ペトロ・ラービグ社」という。）への貸付金及び長期未収利息に係る債権放棄によるものであ

ります。

　　 ２ その他の包括利益に含まれている利得及び損失は、決算日時点のFVTOCIの金融資産に関するものでありま

す。これらの利得及び損失は、要約中間連結包括利益計算書の「その他の包括利益を通じて公正価値で測定

する資本性金融資産」に含まれております。

　　 ３ 前中間連結会計期間におけるFVTPLの金融資産の増加は、主にペトロ・ラービグ社への追加融資の実施による

ものであります。

　　 ４ 「その他」は主に外貨建金融商品に係る為替換算差額によるものであります。為替換算差額は、要約中間連

結損益計算書の「金融収益」または「金融費用」及び、要約中間連結包括利益計算書の「在外営業活動体の

換算差額」に含まれております。

　　 ５ 公正価値ヒエラルキーレベル３に区分された公正価値測定は、適切な権限者に承認された評価方針及び手続

に従って行われており、金融商品の個々の資産性質、特徴並びにリスクを最も適切に反映できる評価モデル

を決定しております。また、評価者は公正価値の変動に影響を与え得る重要な指標の推移と公正価値の推移

を比較し、合理的に説明可能であるか継続的に検証しております。
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レベル３に区分された金融商品の公正価値測定に係る重要な観察不能インプットは、以下のとおりであります。

・FVTPLの金融資産については、割引キャッシュ・フロー法により公正価値を算定しており、重要な観察不能イン

プットは将来キャッシュ・フローの総額（前連結会計年度末164,712百万円）及び割引率（前連結会計年度末

   7.00％）でありました。ペトロ・ラービグ社に対する貸付金及び長期未収利息の公正価値については、将

来キャッシュ・フローの見積りには主要製品の将来における販売価格・マージン及びペトロ・ラービグ社の全

社的な操業度等の仮定を置いておりましたが、当中間連結会計期間において、2024年８月に債権放棄を実施し

た貸付金500百万米ドル及び長期未収利息については金融資産の認識を中止し、2025年１月に債権放棄を実施予

定の貸付金250百万米ドルについては将来キャッシュ・フローの見積りを見直した結果、公正価値をゼロと評価

しております。

・FVTOCIの金融資産は主に非上場株式で構成されており、原則として割引キャッシュ・フロー法等により公正価

値を算定しておりますが、公正価値が純資産価値に近似していると考えられる非上場株式等については、主に

純資産価値に基づく評価技法により公正価値を算定しております。

・FVTPLの金融負債のうち、条件付対価は割引キャッシュ・フロー法により公正価値を算定しており、重要な観察

不能インプットは関連する事業から生じる売上収益及び割引率であります。その他の金融負債は、一部の連結

子会社で発行済の優先株式の持分を、株式の保有者の要求に基づきいつでもその純資産価値に基づく価額で償

還可能であるため金融負債として認識したものであり、純資産価値に基づく評価技法により公正価値を算定し

ております。

・上記観察不能インプットは、将来の不確実な経済条件の変動の結果によって影響を受ける可能性があります。

なお、レベル３に区分された金融商品について、それぞれ合理的と考えられる代替的な仮定に変更した場合

に、公正価値の金額に重要な変動はないと考えております。
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16．関連当事者

 関連当事者との重要な取引は以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)　

 
種類 会社等の名称 取引の内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

共同支
配企業

ラービグ リファイニング アンド
ペトロケミカル カンパニー

資金の貸付
（注１）

26,924
その他の金融資産

(貸付金)
71,486

受取利息
（注１）

1,924
その他の金融資産
(長期未収利息)

899

債務保証
（注２）

207,039 － －

担保の差入
（注３）

204,409 － －
 

(注) １　資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しております。なお、取引金額には、前中間連結会計期間

における純増減額を記載しております。

２　ペトロ・ラービグ社の金融機関からの借入債務につき、債務保証を行っております。なお、取引金額には、

保証債務の期末残高を記載しております。

３　ペトロ・ラービグ社の金融機関からの借入債務を担保するため、当社が保有する同社株式を物上保証に供し

ております。なお、取引金額には、担保に係る債務の期末残高を記載しております。

 
当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

 
種類 会社等の名称 取引の内容

取引金額
(百万円)

科目
期末残高
(百万円)

共同支
配企業

ラービグ リファイニング アンド
ペトロケミカル カンパニー

貸付金の債権放棄
（注１）

72,615
その他の金融資産

(貸付金)
(注１,２)

－

長期未収利息の
債権放棄
（注１）

868 － －

受取利息
（注３）

2,223 － －

債務保証
（注４）

198,166 － －

担保の差入
（注５）

173,367 － －
 

(注) １　ペトロ・ラービグ社の財務改善策として、2024年８月に当社のペトロ・ラービグ社に対する貸付金500百万

米ドル及び長期未収利息の債権放棄を実施しております。

２　ペトロ・ラービグ社に対する貸付金250百万米ドルについては、2025年１月に債権放棄を予定しているた

め、公正価値をゼロと評価しております。

３　資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しております。なお、取引金額には、当中間連結会計期間

における純増減額を記載しております。

４　ペトロ・ラービグ社の金融機関からの借入債務につき、債務保証を行っております。なお、取引金額には、

保証債務の期末残高を記載しております。

５　ペトロ・ラービグ社の金融機関からの借入債務を担保するため、当社が保有する同社株式を物上保証に供し

ております。なお、取引金額には、担保に係る債務の期末残高を記載しております。
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17．偶発債務

連結会社以外の会社等の金融機関等からの借入債務等に対して、次のとおり債務保証を行っております。これら

は、金融保証契約に該当し、債務保証先が債務不履行となった場合、当該債務を負担する必要があります。債務保証

の残高は、次のとおりであります。

 
　保証債務

   (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)  

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

 共同支配企業 212,503  199,332

 従業員（住宅資金） 19  20

 その他 249  152

合計 212,771  199,504
    

 

 

 
18．重要な後発事象

（セグメント区分の変更）

2024年10月１日付の組織改正に伴い、報告セグメントを「アグロ＆ライフソリューション」、「ICT＆モビリティ

ソリューション」、「アドバンストメディカルソリューション」、「エッセンシャル＆グリーンマテリアルズ」、

「住友ファーマ」に変更いたしました。

なお、変更後の報告セグメントによった場合の報告セグメントに係る各項目の金額に関する情報は現在算定中で

あります。

 
（社債の償還）

当社は、2024年10月15日に、第２回利払繰延条項・期限前償還条項付無担保社債(劣後特約付)の全額(1,000億円)

を2024年12月13日付で期限前償還する旨を財務代理人へ通知いたしました。
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２ 【その他】

（第143期期末配当及び第144期中間配当）

2024年５月15日開催の取締役会において、第143期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）期末配当に関し、

次のとおり決議いたしました。

①期末配当金の総額 4,908百万円

②１株当たりの期末配当金 ３円00円銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2024年６月３日
 

 
また、2024年10月30日開催の取締役会において、第144期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）中間配当に

関し、次のとおり決議いたしました。

①中間配当金の総額 4,910百万円

②１株当たりの中間配当金 ３円00円銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2024年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
　

2024年11月７日

住友化学株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中　　嶋　　　　　歩  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 富　　田　　亮　　平  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 渡　　辺　　直　　人  

 

 
 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている住友化学株式会

社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日

まで）に係る要約中間連結財務諸表、すなわち、要約中間連結財政状態計算書、要約中間連結損益計算書、要約中間連

結包括利益計算書、要約中間連結持分変動計算書、要約中間連結キャッシュ・フロー計算書及び要約中間連結財務諸表

注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の要約中間連結財務諸表が、「連結財務諸表の用語、様式及び作

成方法に関する規則」第312条により規定された国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して、住友化学株式会社及

び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績並びに中間連結会

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立してお

り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手

したと判断している。

 

要約中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して要約中間連結財務諸表を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約中間連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　要約中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約中間連結財務諸表を作成するこ

とが適切であるかどうかを評価し、国際会計基準第１号「財務諸表の表示」第４項に基づき、継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
要約中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から要約中間

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約中間連結財務諸表において、国際会計基準第１号「財務諸

表の表示」第４項に基づき、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、

継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において要約中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する要約中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、要約中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続

できなくなる可能性がある。

・要約中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠していないと信じさせる

事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた要約中間連結財務諸表の表示、構成及び内容、並

びに要約中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないか

どうかを評価する。

・要約中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、要約中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

　
 

(注) １　上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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